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・要旨
土星は太陽の光を反射して輝いている。太陽光と土星の吸収線の強度を比較することで太陽と土星、2つの天体の

大気の構成元素の違いを調べられるのではないかと思い、分光観測を行った。 

・目的
太陽光(直接光)と土星の光（太陽の反射光）の吸収線を比較することにより土星の大気の構成元素を確認する。 
・観測方法
太陽と土星を冷却CCDカメラと分光器（図1）を用いて撮影する。 
（土星は本校の口径35cmニュートン式反射望遠鏡で撮影) 
この時、太陽と土星の高度が同じになるような時間帯

（太陽：2023年8月24日17時30分高度9°、 
土星：2023年8月24日19時50分、高度14°）で撮影を行った。 
・結果
撮影した画像をすばる画像解析ソフトMakali`iを使って

解析した結果、図2、図3のようなグラフが得られた。

得られた結果をもとに、吸収量を比較するためエクセルを使って連続成分のカウント値を1にして吸収線の最下点

との差を求めた（例としてHγ、図4と図5）。ここでは各元素の吸収線の波長ごとに表1に記入している。 

太陽と土星の大気中の割合を示す表1より2つの天体の値を比較した結果、土星の吸収線の深さが深いため、吸収線

として検出された元素のすべてが土星の大気中にあると確認できた。 

吸収線の深さの差を比較するとHγでは約2倍であった。CaIIでは約6.8倍の差があった。Feでは約1.6倍の差があった

など元素によって差があることが分かった。Hは文献と観測結果はほとんど合致していると思われる。CaIIは大気成

分として文献には記載されていないが、本研究では観測された。 

・予想と結果の比較

本来ならば得られたはずのCH4、He等の吸収線が得られなかった。土星にはNH3が含まれているが表れなかったの

で観測、解析の方法に改善の余地があるのではないかと思う。また、今回は連続成分のカウント値を1にして吸収線

の最下点と差を求めた。今後は本来の方法である、グラフの最下点からの面積を求め、データの正確性を高めていき

たい。 
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